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しん々 し、逆に ＂'Uニラ 文化大不命i土E沢＊思想、て〉




ると： 7）イ子寸＼:J '(-1JCJ 紛fiにすぎなl、と L、うこ





















川， I山l掛Jリ；：， 上i!',- Fまで各単位ことに革命委
;_i ニミか II~日立さ ;iL, ヒラ二アド ~i~／ c' ）組織をつくる，
ごうしJこ'jJ1しし、プロレクリアー 1,1:l¥l去の権力機慨
が惜日、されてL‘る仁うである。
今年t乃 2J fi H, J：海市革命委lt:2:が「三結合j
を基礎として成立した。この「奪権jの過程は宅


















































































































五UMnU, 1966 :18-lc-L 
（ほ9〕 ここにL、ぅ「一連のかがやかしい政策」と





















































（注 1) レー ι ン1i：家と革 ，n」，『レーごン：＇t':k』，
大J1書店l払臼（1250',521ベージ。
(lL '.2 ) I「 i レタし’ート独政をなti七iるt：.のに
たたかおう J, IT"ゴt;U/;JWJ, 1967 tf-25ひ。
（註日〕 ... , •／ λ 『ノユンヌ＇ •Hit』， V波文i  )Ji, 
95ベーン。
(I」） !lJI！レヨソ己「／ Ji.';のお ｝，' 人以 J可1隊J, nit 























































































































「大躍進」に続くそれらはしかるに，りである。Jt産主義＇＇移 hするために進’q；＿すら ρ もを：ιYJ'




















































































〔i11) I~！イ（1 述「伝 Ei（京f"J＇ぶ的成峨ド J,n工族』，
1958 :,4 ¥J。
( ;I 12) 1，白＇）七。
(i U:l) 「閃於人l（公社若十問題l約決議J,1958年12
)llOII, W新』， l’J TIJ』， 19581ド24サ。
(/U4) I Li!（東， J,L,年九月 1,:J(!'-J,[i：要談ぷj,：，紅旗』，
1958＇ド10fJ-0 







































































































ころして内外ど tlこ園駅-j；：＿ 状況に［！＇＿fd1し」，.. ----c 、，
て， 中共はこれに対処するこつの方法の選択を迫






































































大衆山正1出イlうc 人 ltl~ 仕 （！） l.t~，引＝ it1 し亡，「純；·~~
の軍事／l＇.，行刊の戦闘 fヒ， 生活の＇ i；同｛ヒ f がて f1
ーガンをさh六こ：？I2：，に 「組f~の軍吹 fl＇.土；主組織の
工J号化でホ I), 1，、L、かえれ ir1日t1(T)・1;ifJm店主力？：了ー
時〔＇）上うに、，；て｜殺の工ろに‘組織と mmをも「，，ごき
であるとし、うごとであ〆）た。 ー－犬:lR.fl,'~ t.c r:'（－工、主lf:
R告の隊f引に kJ兄間h仁常生産の隊fliと同七
行止 つのr宅市でふるり 近代的tc丙i常市パイルヅ
1ア川市町fl¥,Lたものでふって、 fト三つの r＼~1土 u、
土J寸のJr:n・に1'}l-: L ¥ ', 労尚一言，;Ii'; t長l/(7):tえいずr
つ 1ノ匂 ヱー♂lHH~のきが L い三どは市内に j；どれな
＇：、1ヵ：， 同円寺に「附執の内部で， L、j号L、きそした
「lT主ど r'lヰf;(r-J'0：：百三号、た ペイ民－urq1市1]:r,"jて／jfti-t
！〈守そそ明守千ヘモ ~｛r_ t, f-t1、；「、せア－ tご灼！三日，
:!lそ祉相Hf'.'trけ;1rit仁「ytc 1，、. tfF1Ufノ（三、r,/:= -, 
て日、 人民解於＇， 1＇／｝＇＇；手本どたる｝よ Z{I ft r-,rT'.l，＇字1-;)'1
(Tl伝統に r1i-,1ミ十ア、 i'c -':)_tc t、 解牧市：＇：： t悦 LL〆
規律がふる lf力、 I.Jでた〈． 「てて大f(:l I (!1,e;'f;'i(-j（ハ
〔、
れ三！ 点下i存可，＿，〕l＇：、 'lI寸前貯のh':nぷ「ア τァ竺 2トNeI 





て主的作聞の f主主ラf廷であ 1た！ドI？＇｛，ハネ［［椛 fヒ門司
文字 Yf；的「民主f、あれば車r.pi，ち：る［をいずyt: 
約Hf'zt:J;l;r;_t:-_1 介、＼－、／；斗ぎ lJ守 1叱川大索現1Rはでき
-:c 1，、ど 1、行（＇〕；／，；‘ uぺ京みずか （－， （アラ休職に工って
えた－1:三九七、ふるコ
), 下 7、マ勺 大手tをfJfl L噌 下かム！：ヘの大衆i¥E
引に工ハて？宇（命を行な弓 t，，、う rf to J_nt: t. 
で、 i，ろ一つ川ことを；存ってし、ろ上うに思わ-lY》t
／）主 IJ、そhが過去内ifI岡本命の伝統：－i乍く -m,~- 
l ...-l 、7 1., I、， -l, －ミテェア
し 、し J 」－ ' ) 」一 、ーパ＇）イ会〕 J
( :I :m) 「／ド νケ 1、守 主イヒチ、，＇，＇， ,;J （ザエ：十 7｛有 ）］ :"; 
: ：、「人F'・i1「iに 1%7;17:~o 
(/121) 人h'.Iι 吟Uh合 ；）＇/z）！｛＇. 仁，J-'.•)[ ,_ ,¥!_17)/{ (i～T!, 
I%1i'.i4 IJ 3ぃriいの
( I '.!2) 「，1-,:1-Jl.-1仁日 t1，夕、t五一LUでにハ 1:'.j行 人 i ＇~公／ I




I<-Hl午土 19,t'.2｛［三は，中間共産党にと p ては抗 H
戦争中を通じて段1）苦しし、時期であ－，たc 日本の
日攻~士 lklJ芸党の包[il, 全日t'iに上九て， 辺医は経済
的出慢の危機に立たされた。とのI寺の情況を、 ？毛
;'f:-1+£: tつ与、の tろにt/li＇・ノ、ている η 「J,;!1;h;Jti、上ほど





















i 工学生たわにけし＇）.ねづねつぎの上うにい J yてい
たとい，われ石， rわれわれのJ立大には課程にはい 7



















































































































































































(.: 24）『で沢東選集！？，え：￥＼ :1 ＇＆，台 ir l木il'.i:計上i抗
11n土ージ。
(ii 25) 「抗円軍政大乍 ν勺ift.j）勺， 戸川西大学東商学：





c,1 w) r木， rむ宋康「大震rお休 たl主人 I,Jr人民
1干え，!1, 1%1 ノ14 月 20 日千t•t 。
Cl 29) 徐今強「高挙ciFZ東／.＇.F¥ /!,': I、判前tf本！加深
ι；＼： I（・1命f：一I,Ir新翠月報』， 196（汁， 6＼｝。
( it30) ガン＋ー・スタイン，前倒？丸 51ベージ。
(/l:31) 『三宅八作問、J], 上海人民出版社， 1965年， 5 
A 、ーン／。
(/132) 「ftdJ新 u、型の，最も革命的な，最も進
;' ! ！－γ｛÷L r北京周報』， 1966’T, :12¥J。





























































そのと！＿：： It,'t:. I : : iITじる{Q!Jjfoを？っと ・j・;J1;J‘ 
¥ ' ' Yこい巾1,[,:r〕現在 -tJ tぴ将来にどろいう立1,t：を
確実trものとみなすことができる Gはじめて，中！りに「兵二円問題士千すえるにはラt. ~) ，／〕」、？
都市はおくれノたふりちりばらばうしてはじめ亡，産主i主’♂l;[l！士山ケ •） て二つの対立十る見解が
技術的および社会的民九九－~＊十に根本的 i;.援助，Eずこの点力、ム松討をj:f!'J.ど） .l: :, iニメょえらてど．




), ) ／＇）てつぎのように日 f》fこことがあ(ii｛可nr,
るハ「現在にL、たと｝｛〉なお，工業のi阪で大尽Ii立庁、大
年［-it[実(f1jo）力により，彼，・， i'l身の干ljJ誌のために，*;il刊f}3 二すことを肢は〉ない IIT];c,;:、がL 、~：：， 0 
-~ また，ti＇］な j教械制大！射吏設業にうつるj (il'16.、。(, it工；fJi曳.，；＇.ーで大王？と運動をおこすご ξを“芥〈正tc
「ロシ7でHf勢をしめぎのようにもLl'Jている。“ゲリラj市’これを“農村｛＇ j三郎九で歩、ると L寸、








，、 b ，、－ /rt .一＇ ' て；！ 1. ": / ,'i二（：＼えIi.会スょっ







このご，つの対立十る〆）！こしに；：t'1ィる o ・: L 
レーニンが社会主義の勝手IJの条件として，





















































































































































































































































































































































































( 135) 「社会」義 （｝• :1を歩ιのか，それ・＇も資十、 j
殺の道をOFむのかj，『北京周報』， 1967'1, 34I}o 
(, i 36) I レ ン令 t』，－i.:：＿玄Ji:Ui ，耳•，： 11 tき， 1!12
－』－ ：，〆。
C,137) l司仁川32ち， ＇！，／氏ムージ。
（ぴ38) 野小iif;← F 「ロシア革命か九中国革命へJ,
『講ぷ中v:l, i；＇.，戸と伝統』，況が香川1967〆l, 68～的
へーシ。
(1主39) W33どを， 494ベ
（調査研究部）
大月l比『レーニン全集.J,
レ／。
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